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営業外収益、営業外費用及び特別損失の計上に関するお知らせ 
  
 当社は、2023年３月期第２四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年９月30日）において、

営業外収益（為替差益）、営業外費用（持分法による投資損失）及び特別損失（関係会社事業損失引

当金繰入額）の計上につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 

１．為替差益（営業外収益）の内容 

第１四半期連結累計期間において、営業外収益の為替差益として、個別決算、連結決算ともに

5,661千円を計上いたしましたが、為替相場の変動により、当第２四半期連結会計期間に追加で

個別決算、連結決算ともに3,275千円を営業外収益に計上いたしました。この結果、当第２四半

期連結累計期間における為替差益は個別決算、連結決算ともに8,937千円となりました。 

これは2022年９月末時点で当社グループが保有する外貨建資産を同日の為替相場で評価したこ

とで発生した評価益等によるものであります。 

 

２．持分法による投資損失(営業外費用)の内容 

 当社の持分法適用関連会社であります株式会社ＣＵＲＥＤ及び株式会社ＡＩ Ｂｉｏの損益の

持分割合部分及びのれんの償却を第１四半期連結累計期間に営業外費用の持分法による投資損失

として49,199千円を計上しておりましたが、2022年４月１日から2022年９月30日に係る期間の両社

の損益状況等に鑑み、追加で41,159千円を営業外費用に計上いたしました。この結果、当第２四半

期連結累計期間における持分法による投資損失は90,359千円となりました。 

 

３．完全子会社の業績に対する関係会社事業損失引当金の繰入処理（特別損失） の内容（個別決算） 

個別決算におきまして、当社の完全子会社である株式会社ネオシルク化粧品の業績に基づき、同

社への投資額を超えて当社が負担することとなる損失見込み額を第１四半期連結累計期間に関係

会社事業損失引当金繰入額として個別決算で2,585千円を特別損失に計上しておりましたが、2022

年４月１日から2022年９月30日に係る期間の同社の財務状況等に鑑み、追加で3,592千円を特別損

失に計上いたしました。この結果、当第２四半期連結累計期間における関係会社事業損失引当金繰

入額は6,177千円となりました。 

なお、上記の関係会社事業損失引当金繰入額は、今後の同社の業績の状況により変動いたします。

また、連結財務諸表上では全額消去されるため、連結業績への影響はありません。 

以上 


